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図
書
寮
文
庫
蔵
『
日
野
家
雑
文
書　
室
町
─
宝
永
』
は
、
そ
の
書
名
の
通
り
、
雑
多
な
文

書
を
継
い
だ
巻
子
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」

の
た
め
に
撮
影
し
た
と
こ
ろ
、
源
氏
物
語
の
講
釈
聞
書
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
そ
の
た
め
、
帚
木
、
賢
木
、
蛍
巻
の
聞
書
、
合
計
四
紙
ほ
ど
と
少
な
い
が
報
告
す

る
こ
と
と
し
た
。

一
、
書
誌

『
日
野
家
雑
文
書　
室
町
─
宝
永
』（
以
下
、
本
書
と
す
る
）
は
、
現
在
、
全
丁
カ
ラ
ー

画
像
を
公
開

）
1
（

し
て
お
り
、
書
誌
の
大
概
は
そ
れ
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
記
し

て
お
く
。

書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
、
函
架
番
号
Ｂ
六
・
四
四
五
、
巻
子
装
一
巻
、
紺
紙
表
紙
、
題

簽
「
日
野
家
雑
文
書
」、
第
一
紙
寸
法
縦
二
九
・
九
糎
、
横
四
三
・
三
糎
。
但
し
、
天
地

に
補
紙
し
て
い
る
の
で
、
現
在
の
縦
寸
法
は
三
二
・
二
糎
と
な
っ
て
い
る
。
墨
付
一
三
紙
。

墨
書
の
み
。
紙
背
文
書
も
見
え
る
が
、
雲
母
引
き
の
紙
で
裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
は

不
明
。

一
枚
目
は
某
年
某
月
十
日
〜
十
六
日
ま
で
の
記
録
。
二
枚
目
は
「
文
明
辛卯

三
年
二
月
廿

五
日
写
之
」
と
あ
り
。
三
〜
五
枚
目
は
正
保
二
年
八
月
〜
延
宝
二
年
四
月
ま
で
の
火
事
な

ど
の
災
害
や
践
祚
な
ど
の
記
事
の
抜
書
、
六
〜
九
枚
目
は
宝
永
七
年
の
宗
門
手
形
関
連
。

そ
し
て
、
一
〇
〜
一
三
枚
目
が
源
氏
物
語
講
釈
聞
書
で
あ
る
。
形
状
は
一
〇
〜
一
二
枚
目

は
懐
紙
折
紙
で
、
一
三
枚
目
が
懐
紙
を
横
半
分
に
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。
各
紙
寸
法
は
翻

字
に
記
し
た
。

二
、
来
歴

本
書
は
、
日
野
家
の
献
納
に
よ
り
昭
和
七
年
に
図
書
寮
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
が
公
文

書
）
（
（

に
よ
り
分
か
っ
て
い
る
。
献
納
時
の
目
録
を
検
討
す
る
と
、
日
野
家
の
書
籍
群
は
そ
の

ま
ま
の
書
名
で
図
書
寮
文
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。「
古
今
伝
授

誓
紙
写
天
正
七
年
六
月
十
七
日　

権
中
納
言
公
国
」
一
通
の
よ
う
に
、
図
書
寮
に
入
っ
て
か
ら
同

様
の
古
今
伝
受
関
連
資
料
と
纏
め
ら
れ
『
古
今
伝
授
誓
紙
等
』（
函
架
番
号
二
六
五
・
一

一
五
五
）
と
し
て
登
録
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
本
書
の
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
の
書
名
は
目

録
に
見
え
ず
、
内
容
か
ら
「
正
保
二
年
以
降
年
暦
等
雑
々
」
一
巻
が
本
書
に
相
当
す
る
の

『
日
野
家
雑
文
書
』
に
見
る
源
氏
物
語
聞
書

　

杉
本
ま
ゆ
子
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で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
雲
母
引
き
の
裏
打
ち
紙
か
ら
考
え
て
日
野
家
で
一
巻
に

な
っ
て
い
た
も
の
だ
が
、
旧
来
の
書
名
が
実
態
を
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
図
書
寮
で
書

名
変
更
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
後
陽
成
天
皇
勅
講
源
氏
物
語

聞
書
の
う
ち
一
〇
紙
目
に
、
慶
長
十
二
（1607

）
年
十
一
月
十
五
日
の
日
付
が
確
認
で

き
、
日
野
家
の
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
慶
長
九
年
〜
十
三
年
の
五
年
間
行
わ
れ
て
い
た
後

陽
成
天
皇
に
よ
る
勅
講
の
聞
書
で
あ
ろ
う
と
推
測

）
（
（

さ
れ
た
。
勅
講
の
様
子
は
『
言
経
卿

記
』
や
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
お
り
、『
言
経
卿
記
』
慶
長
九
年
九
月

二
十
八
日
条

）
（
（

に
は

一
、
後
刻
ニ
参
、
内
了
、
小
御
所
ニ
テ
花
宴
一
巻
御
講
釈
被
遊
了
、
聴
聞
ニ
参

仕
衆
、
西
園
寺
大
納
言
・
花
山
院
大
納
言
・
持
明
院
中
納
言
・
予
・
三
条
三
位

中
将
・
光
広
朝
臣
・
実
久
朝
臣
・
実
顕
朝
臣
・
秀
直
朝
臣
・
忠
長
朝
臣
・
為
親

朝
臣
・
雅
賢
・
時
直
・
基
久
・
隆
致
・
宗
信
・
宗
勝
等
也
、

と
あ
り
、
日
野
一
門
の
烏
丸
光
広
が
講
釈
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
光
広
は

細
川
幽
斎
の
高
弟
で
、
す
で
に
慶
長
八
年
に
は
古
今
伝
受
を
済
ま
せ
て
お
り
、
源
氏
物
語

の
講
筵
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
聞
書
の
筆
跡
は
乱
れ
て
お
り
、
筆
跡

で
光
広
と
確
認
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

従
来
後
陽
成
天
皇
の
勅
講
は
、
良
恕
入
道
親
王
御
筆
（
曼
殊
院

）
（
（

蔵
）
と
智
仁
親
王

）
6
（

御
筆

（
学
習
院
大
学
蔵
、
図
書
寮
文
庫
蔵
）
の
聞
書
が
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
平
成
二
十
七

年
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
か
ら
『
源
氏
物
語
柏
木　

河
海
抄
巻
十
五　

後
陽
成
天
皇
源
氏
物

語
講
釈
聞
書

）
7
（

』
が
刊
行
さ
れ
、
冷
泉
為
満
の
聞
書
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
高
道

子
の
解
題
を
参
考
に
各
写
本
と
併
せ
て
み
る
と
、
今
回
翻
刻
し
た
の
は
、

十･

十
一
紙
…
蛍
巻
…
慶
長
十
二
年
十
一
月
十
五
日

十
二
紙
…
賢
木
巻
…
慶
長
十
年
十
一
月

十
三
紙
…
帚
木
巻
…
慶
長
十
三
年
四
月
二
十
八
日

と
な
る
。
新
し
い
巻
や
日
付
が
登
場
し
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
聞
書
の
記
主

に
よ
る
差
を
知
り
、
記
主
側
か
ら
し
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
講
釈
の
様
子
を
知
る
手
が

か
り
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
翻
刻
】

慶
長
十
二　

十
一
月　

十
五

玉
か
つ
ら　

并
三

○
蛍

　

い
ま
は
か
く
お
も
〳
〵
し
き
─
─　

源
の
摂
政
あ
つ
［　（

破
損
）

　

］
事
也

竪
の
并
也

源
卅
六
の
四
五
月
の
事
也

○
ー

お
も
〳
〵
し
き　

摂
政
な
れ
ば
か
る
〳
〵
し
き
あ
り
き
も
な
ら
て
也

一
、
人
々
さ
ま
〳
〵
─
─

一
、
た
い
の
姫
君　

玉
内
侍
也
、
六
条
の
西
の
た
い
に
住
た
る
也

一
、
何
事
も
お
ほ
し
し
り
た
る　

玉
か
つ
ら
の
事
也
、
十
八
九
の
時
分
也

一
、
母
君　

夕
㒵上也
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一
、
お
と
ゝ
も　

源
也

一
、
人
さ
ま
の
わ
ら
ゝ
か
に　

に
こ
や
か
に
也
、
玉
か
つ
ら
の
事
也

一
、
ま
め
た
ち　

好
色
の
事
へ
、
心
を
や
ら
て
也
、
玉
か
つ
ら
也

一
、
御
ら
う
の
程　

奉
公
の
ら
う
也

一
、
さ
み
た
れ
に
な
り
ぬ
る　

花
鳥
に

一
、
す
こ
し
け
ち
か
き
─
─　

兵
部
卿
よ
り
玉
へ
の
文
也

一
、
と
の
御
ら
ん
し
て　

源
の
玉
に
折
ふ
し
居
て
文
を
み
て
也

一
、
い
と
ゝ
う
た
て　

玉
か
つ
ら
の
事
也

［　（
破
損
）

　

］
さ
〳
　〵

長ヲ
サ

也　

舟
長
、
川
長
、［　（

破
損
）

　

］
の
斗
也
、［　（

破
損
）

　

］」

［　（
破
損
）

　

］
な
ひ　

び
の
字
備
字
也

物
な
と
─　

草
子
の
字

玉
か
つ
ら
と
蛍
兵
部
卿
宮
と　

み
つ
〳
〵
の
事
、
源
の
ゆ
か
し
く
お
も
ひ
給
は
ん
の
事
也

一
、
さ
う
し
み　

玉
内
侍
の
事
也

一
、
此
宮　

兵
部
卿
の
宮
也

一
、
な
に
か
と
お
も
ふ
に
は
あ
ら
す　

好
色
の
み
ち
に
て
返
事
申
す
に
て
は
な
く
て
也

一
、
さ
れ
た
る　

ひ
た
り
さ
ま
の
事
也
、
源
の
方
へ
は
ひ
か
ふ
を
蛍
へ
行
い
本
道
て
な
い

の
心
也

一
、
あ
い
な
く　

あ
い
そ
も
な
う
也

一
、
な
に
く
れ　

な
に
や
か
や
也

一
、
御
木
丁　

海
河
か
悪
て
花
鳥
の
説
用

一
、
さ
と　

颯

一
、
そ
ひ
や
か
に
ふ
し　

こ
た
か
く
物
に
よ
り
か
ゝ
り
て
程
た
て
い
也

一
、
な哥

く
声
も
─
─
蛍
兵
部
卿
の
事
也

声返
哥

は
せ
て
─
─
玉
也
、
蛍
に
よ
そ
へ
て
也

一
、
時
鳥
な
と
よ
り　

と
ゝ
め
ぬ
、
草
子
の
字
也
、
五
月
雨
に
物
な
ひ
せ
れ
時
鳥
─
─

一
、
中
宮　

秋
好
中
宮
也

一
、
五
日　

五
月
五
日
也
、
蛍
の
兵
部
卿
か
ゝ
と
ゝ
か
は
四
日
の
日
也
」（
10
、
折
紙
、

三
二
・
一
×
四
八
・
四
糎
）

馬
場
大
臣

一
、
人
の
心
こ
れ
よ
り　

惣
別
の
人
の
心

一
、
い
け
み
こ
ろ
し
み　

源
の
兵
部
卿
を

一
、
色
は
躰
、
つ
や
は
用
也
、

一
、
宮
よ
り
御
文
あ
り　

兵
部
卿
よ
り
玉
へ
の
文
也

一
、
み
る
程
こ
そ
お
か
し
か
り
け
れ　

面
白
き
詞
也
、
文
の
書
様
也

け哥

ふ
さ
へ
や

顕返
哥

て
─
─　

ね
の
音
と
よ
み
て
、
よ
き
也
、
あ
や
め
の
根
に
か
け
て
也

一
、
く
す
た
ま　

こ
の
五
色
糸
か
け
て
悪
鬼
を
の
そ
く
と
也
、
へ
い
れ
い
の
わ
さ
わ
い
を

の
か
る
ゝ
也

一
、
御
ゆ
か
ひ　

び
と
に
こ
る
悪
也

一
、
中
将
の
け
ふ
の
─
─　

夕
霧
也
、
中
将
を
花
散
里
の
養
子
と
也

一
、
此こ

な
た方　

花
散
里
の
方
へ
也

一
、
宮
人

一
、
左　

ひ
た
ん
と
よ
む
也

一
、
た
い
の
御
方　

紫
の
方
と
注
し
た
る
本
あ
る
悪
き
也
、
玉
か
つ
ら
の
西
の
た
い
の
事

也一
、
さ
う
ふ
か
さ
ね　

面
を
あ
を
く
う
ら
を
紅
に
そ
め
た
る
を
云
也
、
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□（
破
損
）な

て
し
こ
の
若
葉
の
色
し
た
る
か
ら
衣キ

ヌ　
［　（

破
損
）

　

］
あ
か
く
う
ら
あ
を
し

［　（
破
損
）

　
　
　

］
わ
ら
い
て
」

［　（
破
損
）

　

］
の
あ
や
め　

五
月
五
日
の

一
、
南
町　

紫
の上町
也

一
、
打ダ

キ
ウ
ラ
ク

毬
楽　

玉
を
こ
ろ
は
か
い
て
馬
に
の
り

一
、
か
ち
ま
け
の
こ
む
さ
う　

ら
ん
し
や
う
也

一
、
あ
か
れ
給
ぬ　

分
参
」（
11
、
折
紙
、
三
二
・
二
×
四
九
・
〇
糎
）

珍
し
う　

東
宮
事
な
り
、
女
に
な
し
て
み
奉
は
や
と
也

一
、
御
か
ほ
う
ち
ま
も
る
は　

東
宮
の
藤
つ
ほ
を
御
ら
ん
す
る
也

一
、
式
部
か
や
う
に
や　

年
よ
り
た
る
女
あ
ま
の
や
う
に
と
也

一
、
よ
い
の
さ
う
─
─　

禁
中
に
し
う
申
さ
う
の
事
也

一
、
雲
林
院
を
う
り
ん
と
も
よ
む

一
、
か
ら
〳
〵
は　

花
さ
う
な
り

一
、
き
ゝ
さ
し
た
る　

紫
の
心
也

一
、
あ
さ
ち
ふ
─
─　

し
つ
心
な
き

一
、
風
ふ
け
は
─
─　

か
ゝ
る
さ
ゝ
か
に
は
、
紫
の
上
を
我
身
に
比
へ
た
る
也
、
た
と
へ

て
よ
み
給
へ
り
、
色
か
は
る
心
末
の
詞
を
み
て

一
、
中
将
君
に　

槿
斎
院
の
女
房
也

一
、
か
け
ま
く
は　

秋
お
も
ほ
ゆ
る
と
は
、
か
な
ら
す
い
つ
と
な
け
れ
と
も
也
、
む
か
し

お
ほ
ゆ
る
心
也
、

あ
さ
か
ほ
た
て
ま
つ
り
給
な
と
せ
し
事
あ
れ
は
、
秋
に
縁
あ
る
よ
し
也
、
今
は
斎
院
に
て

か
ひ
な
き
故
な
り

む
か
し
を
い
ま
に
」

［　（
破
損
）

　

］
い
に
し
へ
の
し
つ
の
を
た
ま
き
を　

か
へ
さ
れ
ん
物
の
や
う
に
引
哥
と
り
か
へ

す
物
に
も
、
心
は
斎
院
に
た
ち
給
は
ぬ
さ
き
は
さ
り
と
も
と
頼
給
し
事
也
、

一（「
一
」モ
ト「
御
」重
訂
）

、
あ
い
な
き
事
は　

草
子
の
ひ
は
ん
也

一
、
人
ひ
と
り
は　

紫
の
上
の
事
也

一
、
し
は
ふ
る
い
人　

し
は
ふ
る
い
人
は
か
ほ
に
し
は
よ
り
た
る
と
也

一
、
世
中
い
か
ゝ
あ
ら
ん
は　

当
代
に
な
り
て
源
し
の
時
に
あ
ひ
給
ぬ
事
を
お
も
へ
る
な

り一
、
あ
い
な
き
心
の　

け
ん
し
の
し
る
く
見
給
ふ
な
り

一
、
つ
と
也
、
集
の
い
ふ
な
も
又

一
、
い
ら
せ
─
─　

中春

宮
へ
春
宮
の
お
は
し
ま
す
事
也

一
、
に
し
き
く
ら
う　

引
哥

み
る
人
も
な
く
て
散
ぬ
る
紅

と
る　
　
　

に
し
き
の
心
に
て
の
給
へ
る

一
、
中
宮
の
こ
よ
ひ
ま
か
ん
て
給　

源
し
こ
と
は
也

一
、
東
宮
を
は
今
の
み
こ　

す
さ
く
院
の
御
こ
と
は
也
、
朱
雀
の
御
子
と
□

（
破
損
）せ

給
へ
と
御

遺
書言

あ
る
ら
し
と
な
り
」（
1（
、
折
紙
、
三
一
・
九
×
四
五
・
一
糎
）

一
、
人
　々

御
と
も
の
人
々
也

一
、
あ
る
し
も
さ
か
な
も
と
む
─
─　

ふ
う
ぞ
く
催
馬
楽
の
や
う
な
る
物
也

一
、
中
の
品　

品
定
の
所
に
す
り
や
う
と
書
た
る
首
尾
を
ふ
也

一
、
お
も
ひ
あ
か
れ
る
け
し
き
に
聞
か
ね
て
を
か
れ
也
、
む
す
め　

空
蝉
也

一
、
き
ゝ
と
ゝ
め
─
─　

耳
立
て
源
の
き
か
れ
た
る
也

一
、
衣
の
音
な
ひ　

夏
の
衣
は
す
る
〳
〵
と
す
ま
し
き
と
云
人
あ
り

う
ら
は

夏
の
衣
定
ま
り
て　

す
ゝ
し
は
か
ま
に
て
す
る　

い
て
も
な
し
い
た
引
も
ま
し
る
也

一
、
ゑ
わ
ら
ひ　

ゑ
み
、
わ
ら
ふ
也

〇



（ 1（1 ）

一
、
む
つ
か清

り
て　

な
く
は
か
り
に
て
ま
し
い
や
か
る
と
也

一
、
や
を
ら　

そ
ろ
〳
〵
よ
り
給
て
也

一
、
さ
う
し
の
か
み
よ
り　

上
と
云
説
あ
り
、
帋
也

一
、
ち
か
き
も
や　

清
涼
殿
な
と
も
や
作
つ
ね
の
や
ね
と
か
は
り
も
や
作
ち
か
ふ由也

一
、
う
ち
さ
ヽ
め
き　

耳サ
ヽ
メ
ク言

万

一
、
よ
す
か
さ
た
ま
り　

葵
上
を
ち
き
れ
た
る
事
也

一
、
さ
う
〳
〵
し
か
め
り

一
、
お
ほ
す
こ
と
の
御
心　

藤
つ
ほ
に
源
の
心
を
か（「

か
」モ
ト「
よ
」重
訂
）

よ
は
さ
れ
た
る
と
也

一
、
人
の
い
ひ
も
ら
さ
ん
と　

藤
つ
ほ
⃝の

事
也の

時
な
と
、
き
ゝ
つ
け
た
ら
ん
時
は
な
ん
と
せ

う
と
云
心
也

一
、
式
部
卿
宮
の
姫
君　

あ桃
園
式
部
卿
宮
也

さ
か
ほ
の
巻
に
あ
れ
共
、
此
巻
に
は
し
め
て
い
ひ
出
す
そ
の

ま
へ
に
あ
さ
か
ほ
を
り
て　

あ
ら
ふ
と
云
た
る
也

一
、
ほ
ほ
ゆ
か
め
て　

か
た
く
る
し
き
也
」（
1（
、
切
紙
、
一
七
・
九
×
五
三
・
七
）

注（
1
）　http://toshoryo.kunaicho.go.jp/kotenseki/D

etail/（771（

（
（
）　

宮
内
公
文
書
館
蔵
「
図
書
録
」
昭
和
七
年
、
識
別
番
号　

乙
二
九
八
─
一

（
（
）　

伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
平
成
十
三
年
）

（
（
）　
『
言
経
卿
記
』
は
『
言
経
卿
記
』
一
三
（
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
六
十
二
年
）

に
よ
っ
た
。

（
（
）　

島
崎
健
「
後
陽
成
天
皇
講
「
源
氏
物
語
聞
書
」」（『
国
語
国
文
』
四
七
巻
一
号
、
昭
和
五

十
三
年
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
曼
殊
院
蔵
本
に
関
し
て
は
、
今
回
は
大
蔵
精
神
文
化
研
究
所
付

属
図
書
館
蔵
昭
和
六
年
影
写
本
に
て
調
査
を
行
っ
た
。

（
6
）　

小
高
道
子
「
智
仁
親
王
の
源
氏
物
語
研
究
」（『
中
古
文
学
』
六
三
号
、
平
成
十
一
年
）
が

詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

〇〇

（
7
）　

小
高
道
子
解
説
『
源
氏
物
語
柏
木　

河
海
抄
巻
十
五　

後
陽
成
天
皇
源
氏
物
語
講
釈
聞
書
』

（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
、
朝
日
新
聞
社
、
平
成
二
十
七
年
）

（
付
記
）

稿
者
は
平
成
八
年
に
、
パ
ネ
ル
討
論
で
「
共
有
化
を
め
ざ
し
て
─
国
文
研
デ
ー
タ
か
ら
暦
日
型
へ

の
統
合
・
平
安
中
期
一
〇
〇
年
間
を
例
に
─
」
と
題
し
て
論
じ
た
経
験
が
あ
る
（「
人
文
科
学
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
公
開
前
で
、
今
と
な
っ
て
は

稚
拙
な
も
の
で
し
か
な
い
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
普
及
し
た
現
在
な
ら

ば
、
本
書
の
よ
う
な
雑
文
書
に
隠

れ
て
い
る
文
学
資
料
・
画
像
情
報

を
暦
日
デ
ー
タ
に
結
び
つ
け
て
共

有
し
て
い
く
試
み
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
る
。
当
部
の
「
書
陵
部
所

蔵
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」

が
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

聞書冒頭部分


